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は じ め に

政策評価は、平成 年 月に制定された 行政機

関が行う政策の評価に関する法律 に従い、平成

年度より全府省的に導入され、国土交通省では 国

土交通省政策評価基本計画 を平成 年 月に決定

した（平成 年から 年間の政策評価の計画）。 国

土交通省政策評価基本計画 の中では、 政策レ

ビュー（プログラム評価） が政策評価の一方式と

して位置付けられており、この中で 河川環境の整

備・保全の取組み が平成 年度とりまとめとされ

た。

この 河川環境の整備・保全に関する政策レ

ビュー は、平成 年の河川法改正から 年を経過

したことを踏まえ、同法改正以降、取り組みが強化

された、または、新たに開始された主要な河川環境

関連施策を中心に、河川環境の整備と保全に関する

枠組み全体の評価を実施したものである。以下に、

本年度行われた本政策レビューの概要を紹介する。

政策レビュー委員会

概要

政策レビューを実施するに当たり、専門的な学識

経験等に基づく助言・提案をいただくことを目的と

した政策レビュー委員会を設置した。

施策の内容が多岐にわたるため、委員会の下に自

然及び利用の つの部会を設置した。自然部会は主

に河川の自然環境に関する取組みについて、利用部

会は主に河川利用・生活環境に関する取組みについ

て検討するために設置したものである。

委員名簿

政策レビュー委員会は山岸哲委員長をはじめとす

る 名の委員で組織された。

岸 由二 慶應義塾大学経済学部教授

利用部会

北川 健司 法人広域防災水難救助捜索

支援機構副理事長 利用部会

谷田 一三 大阪府立大学大学院理学系研究

科教授 自然部会

辻本 哲郎 名古屋大学大学院工学系研究科

教授 自然部会

中村 太士 北海道大学大学院農学研究科

教授 自然部会

藤吉洋一郎 大妻女子大学文学部教授

利用部会

松田 芳夫 中部電力顧問 利用部会

山岸 哲 山階鳥類研究所所長

自然部会

山田 正 中央大学理工学部土木工学科

教授 利用部会

鷲谷いづみ 東京大学大学院農学生命科学研

究科教授 自然部会

委員長 部会長

政策レビューの経緯

委員会は、自然部会と利用部会の合同の委員会を

計 回、自然部会と利用部会をそれぞれ 回ずつ開

催した。また、委員会の報告を基に、国土交通省と

しての政策レビュー評価書をまとめた。

第 回委員会（合同）

第 回利用部会

第 回自然部会

第 回自然部会

第 回利用部会

第 回委員会（合同）

第 回委員会（合同）

パブリックコメント

第 回委員会（合同）

国土交通省としての評価書公表

評 価 概 要

評価手法

評価は平成 年以降取り組みが強化された、また

は新たに開始された河川環境施策を中心として実施

した。評価方法としては対象を 個別施策の評価 、

小分類（施策群）の評価 の大きく 段階に分け

て実施した（表 ）。

河川環境の整備・保全に関する政策レビューについて

国土交通省河川局河川環境課 課長補佐 舟橋 弥生
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個別施策の評価 として、実施状況 効果 実

施手法・手続き の区分に応じ評価を行い成果と課

題を整理した（図 ）。

次に 小分類（施策群）の評価 として、小分類

を構成する個別施策の評価結果を集約し、成果と課

題をとりまとめた。その際には、個別施策にとらわ

れずに、小分類の目的とする成果を横断的に評価す

ることが可能となるように、既往の河川審議会答申

や指針・ガイドライン等に示されている基本的な考

表 対象施策

小分類（施策群） 個別施策 担当部会

河

川

環

境

の

整

備

と

保

全

生物の生息・生育・繁殖環境の保全と整備

多自然川づくり

自

然

部

会

自然再生事業

樹林帯制度

外来種対策

流況改善

正常流量設定

ダムの弾力的管理

発電ガイドライン

魚がのぼりやすい川づくり

環境影響評価

ダムのフォローアップ

河川水辺の国勢調査

魅力ある水辺空間の整備と保全

地域と一体となった空間整備（かわまちづくり）

利

用

部

会

大臣特認制度を活用した河川における文化財保全の取組み

舟運

水源地域の利用・活性化（ダム水源地域ビジョン等）

河川の空間利用に関する計画（河川環境管理基本計画）

河川環境に配慮した占用許可

水面利用の推進・
適正化

利用者間の調整（船舶通行方法の指定）

不法係留船対策

河川利用・生活環境に配慮した水量・水質の
改善

清流ルネッサンス

まちの清流の再生（環境用水）

流況改善

正常流量設定

ダムの弾力的管理

発電ガイドライン

地域・市民との連携・協働

市民連携の推進

川に学ぶ社会
河川における環境教育

安全な河川利用の推進

流況改善に関わる施策は つの施策群を構成する施策として分類した。

図 分析例（水辺空間アンケート）



え方をもとに視点を整理し、評価を行い成果と課

題を整理した（表 ）。

なお、小分類 生物の生息・生育・繁殖環境の

保全と整備 については、個別施策の規模や自然

環境の保全と整備に対する貢献度が大きく異なる

ので、単に個別の施策の評価を組み合わせただけ

では、小分類の評価を行うのが難しいため、個別

施策が 生物の生息・生育・繁殖環境の保全と整

備 に係る様々な要素に対して、どのような効果
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表 小分類（施策群）評価の視点

小分類（施策群） 評価の視点

．生物の生息・生育・繁殖環境の保全と整備

河川本来のダイナミズムの保全・再生
河川固有の生物の生息・生育・繁殖環境の保全・整備
河川および流域の連続性の確保
モニタリングと科学的評価
目標の明確化と地域住民・関係機関との連携

．魅力ある水辺空間の整備と保全

地域の意向を反映した河川整備
地域活性化に資する河川整備
生物の生息・生育・繁殖環境の保全に配慮した河川空間管理
人と川のふれあいの確保

．河川利用・生活環境に配慮した水量・水質の改善

河川本来の流量とその変動の確保
安全で安心して利用できる水質の確保
人と河川との豊かな触れ合いのための水量・水質の管理
流域を視野に入れた総合的・一元的な水量・水質の確保

．地域・市民との連携・協働

協働活動を行うための適切な取り決め
河川利用者への情報提供や啓発、情報の共有
行政と市民団体等の役割分担と連携体制の整備
川での実践を伴った 川に学ぶ 機会の提供

図 分析例（流域の状況）

があったのかをマトリクス形式に整理した（表 ）。

また、各施策が流域において具体的にどのような効

果をもたらし得るかを分析するため、いくつかの流

域において様々な施策の実施状況や、各施策の効果

の範囲、把握されている環境の経年的な変化を整理

した（図 ）。

これらの結果を集約して 河川環境の整備と保全

に関する総合的な評価を行うとともに今後の方向性

について検討した。
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小分類の評価概要

生物の生息・生育・繁殖環境の整備と保全

多自然川づくりや自然再生事業等が全国各地

で進められたことにより多くの河川区間で成

果が得られてきたが、質・量ともに改善の余

地が多く残されており、今後解消する必要が

ある。

河川の上下流の連続性の確保に関する取り組

みを広く促進する必要がある。

河原の再生や流況変動の再生を更に検討・実

施し、河川環境を考慮した流況変動のあり方

や流域における水配分の考え方についても検

討していく必要がある。

河川環境に関するデータを全国的に集約し、

整備することが必要とされる。

河川環境の目標像を明確化するとともに、そ

の定量的な評価の検討が必要とされる。

魅力ある水辺空間の整備と保全

かわまちづくり として、ふるさとの川づ

くりや水辺プラザ、清流ルネッサンス、水源

地ビジョン等の様々な取り組みが進められ、

地域活性化や観光などへの貢献もしつつあ

る。

歴史的な構造物を保存するための大臣特認制

度の普及を図るとともに保全技術の開発・向

上が求められる。また、舟運が水辺の魅力の

ひとつとして地域づくりに活用されつつあ

る。

自然環境や河川整備の状況に応じて河川環境

管理基本計画を見直すとともに、保全の目標

を明確にし、積極的に河川環境の管理を行う

必要がある。

河川利用・生活環境に配慮した水量・水質の

改善

清流ルネッサンスの取り組みや環境用水の導

入なども進められ、これまでの水環境が大き

く改善されてきた。一方、都市域にある湖沼

などでは依然として水質は悪いため、閉鎖性

水域の水質改善を推進していく必要がある。

水量の確保に加え、河川環境を考慮した流況

変動のあり方やその技術的・制度的な検討も

必要とされる。

地域・市民との連携・協働

行政と市民団体等との連携は、河川法改正以

前から全国で数多くなされてきており、水辺

の魅力を高め、良好な河川環境を維持してい

くためには、市民参加による河川環境の整備

と保全を進めていくことが今後益々重要とな

� �

表 評価のための分析例（ 生物の生息・生育・繁殖環境の保全と整備 に係る様々な要素整理）
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る。

河川における環境教育は、市民団体等により

実施されている部分も多いため、活動の支援

を推進していくとともに、地域的に偏在して

いる活動が全国的に拡がっていくような施策

の改善を行っていく必要がある。

全体評価概要

河川法の改正後、様々な取り組みが全国各地で

多面的に実施され、個々には課題を有するもの

の、一定の成果を得ている。しかし、全国的な

実施状況や水系全体を見渡した場合には、拠点

的あるいは個別的にならざるを得ない面があっ

た。

河川環境全体としては改善が進んでいるといえ

る状況にはなく、外来種の広がりに見られるよ

うに、取り組んではいるものの未解決の課題も

ある。

取り組んできた施策に関しても、技術的な課題

は多く存在し、モニタリング結果の施策への反

映など今後取組を本格化させるべき分野もあ

る。

河川環境の評価そのものは科学的・技術的に大

きな課題として残されている。

河川環境管理基本計画におけるゾーニングに見

られるように、河川敷等の空間の利用と自然環

境の保全がトレードオフの関係になる場合があ

る。

水環境、空間利用、自然環境の保全など、時代

の移り変わりとともに社会や地域の要請は変化

してきており、多様な要請を調整し具体化して

いくためには、河川管理者として基本的な視点

を定めつつ、地域にふさわしい河川環境を実現

することも求められる。

今後の方向性の概要

損なわれた様々なつながりを つなぐ

河川においては、環境が横断工作物などによ

り分断され、自然環境が損なわれ、かつてあっ

た川と人、地域と川のつながりが分断されてき

た。今後は、流域における個々の施策や事業の

位置づけ・効果を勘案しつつ、多自然川づくり

の推進、地域の活性化等に資する水辺のまちづ

くり、水・物質循環の再生、川・地域・人の関

係の再構築に向けて損なわれたつながりを徹底

的に“つなぐ”ことが河川環境改善の骨格とな

る。

拠点から面の管理へ ひろげる

“つなぐ”取り組みを強化・推進していくた

めに、河川周辺の自然再生等に視野を“ひろげ

る”必要があり、空間や水環境の管理だけでは

なく、水系におけるレクリエーションなど幅広

い活動も視野に入れた河川環境管理へと“ひろ

げて”いくことが求められている。そのために

は河川管理者が河川環境管理基本計画を適宜見

直し、市民や企業等の参加、連携を促すなどに

より、河川環境管理を積極的に展開し、水系へ

と“ひろげた”河川環境管理の積極的かつ先導

的役割を果たすことが必要である。

河川環境をさらに 学ぶ

川の魅力を向上させていくために、河川環境

の目標像を明確化することが大切であり、河川

環境に関する知見・情報を共有できるよう“学

び”、市民・河川管理者が川に学ぶ体験活動を

一層強化し、人材を育成・増加させていくこと

が必要である。また、科学的な知見の蓄積と向

上のために、具体的な目標を掲げ、河川生態学

術研究などの調査研究を体系立てて促進してい

くことや、河川環境に関するデータを全国的に

集約・蓄積していく仕組みを構築することが必

要とされる。

総 括

今後の河川行政は変貌した川を、目標像を明

確にしながら再生して行くことを基本的な方向

とし、 日本の川をとりもどす をスローガン

図 今後の方向性イメージ
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図 今後の方向性イメージ（ つなぐ ） 図 今後の方向性イメージ（ ひろげる 学ぶ ）

とし、すべての川を地域の人が親しみ誇れる川

にすることを目標としていくべきである。 日

本の川をとりもどす とは、様々な“つながり”

を整備・再生し、かつての自然環境を復元する

という 自然をとりもどす ことであるととも

に、人々の生活や社会の変遷の中で、歴史や文

化と共に育まれてきた地域と川、地域の人々と

川とを“つなぎ”、 川と人の関わりをとりもど

す ことでもある（図 ）。

お わ り に

本政策レビューの結果（評価書）の詳しい内容は、

国土交通省の政策評価の

を参照

されたい。

今年度以降、今後の方向性としてとりまとめた内

容を可能なものから着実に実施していきたいと考え

ている（図 、 ）。
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全水連だより

全水連春季理事会を開催

全水連春季理事会は、第 回通常総会の議決案及び平成 年度全国治水大会兵庫大会の開催要領等を中心議題

として、次ぎのとおり開催されました。

と き 平成 年 月 日（水）

ところ ルポール麹町（麹町会館）

先ず、陣内会長が挨拶を述べた後、規約により陣内会長が議長となり、議案の審議にはいりました。議案は次

のとおりです。

第 号議案 第 回通常総会の開催要領（案）

第 号議案 理事会及び第 回通常総会提出議案

平成 年度事業報告及び収支決算

平成 年度事業計画（案）及び収支予算（案）

第 号議案 平成 年度全国治水大会兵庫大会の開催要領（案）

第 号議案 平成 年度全国治水大会決議文（案）

第 号議案から第 号議案まで、全員異議なく原案どおり承認されました。

引き続き、恒例によりまして、国土交通省河川局幹部との意見交換に入りました。

最初に甲村河川局長からご挨拶をいただいた後、平成 年度河川局関係予算の概要、治水事業をめぐる最近の

話題等につきまして説明を受け、意見交換があった後、散会となりました。
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